
 

配当年次 開講期 科目名 担当者 単位 
卒業

必・選 
授業形態 

３ 前期 乳児保育Ⅰ 栗林惠 ２ 選択 講義 

授業の概要 

乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割、保育所・乳児院等多様な保育の場における

乳児保育の現状と課題、3歳未満児の発達を踏まえた保育内容と運営体制について、学ぶ
と共に、乳児保育における職員間の連携・協働及び保護者や関係機関との連携について理

解する。 

授業の目標 

・乳児の誕生、成長、発達を掴み、その発達を保証する保育内容を理解する。 

・子どもの生活やあそびを理解し、保育の環境整備を学ぶ。 

・保育士の役割、連携、協働及び保護者、地域関係機関との連携を理解する。 

回 授業のテーマ及び内容 各回 100 分 

1 乳児保育の基本 8 家庭的保育における保育 

2 乳児保育の歴史的変遷 9 3歳未満児をとりまく社会的環境と子育て支援 

3 乳児保育の役割、意義と目的 10 3歳未満児の生活と環境 

4 乳児保育における養護と教育 11 3歳未満児の発育と発達 

5 乳児保育の現状と課題 12 あそびと環境 

6 保育所における乳児保育 13 発達に伴う援助や関わり 

7 保育所以外の児童福祉施設（乳児院等）の保育 14 乳児保育における関係機関との連携・協働（まとめ） 

成 績 評 価 方 法 

 

定期試験の成績 60％， 課題・小テスト等 30％， 受講態度・授業への参加度 10％ 

 

教 科 書 『はじめて学ぶ乳児保育 第三版』 同文書院（2022年） 志村聡子 編著 

参 考 書 
『保育所保育指針（平成29年告示）』 フレーベル館（2018年9月） 厚生労働省 

『保育所保育指針解説（平成30年3月）』 フレーベル館（2018年3月） 厚生労働省 

授業外の学習方法 
週4時間程度の復習を行うこと。 

小テスト・試験対策の時間も確保すること。 

免 許 ・ 資 格 保育士資格必修科目 

実務経験と教授内容 保育士・保育教諭経験者が全ての回を担当 
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配当年次 開講期 科目名 担当者 単位 
卒業

必・選 
授業形態 

３ 通年 幼稚園実習Ⅱ 
小田真弓 
前島美保 

２ 選択 実験・実習 

授業の概要 

幼稚園で2週間80時間の実習を行う。3年次では、参加・責任（部分・半日・全日）実習を行い、実

際に保育の指導計画の立案と実施を行うことで、保育の理論と技術を総合的に体験する。前回実習

で学んだ基本的内容を踏まえ、積極的、主体的に活動に参加し、保育の理論と技術を総合的に体験

することによって幼稚園教諭として必要な保育観、知識、価値、態度、技能を修得する。 

授業の目標 

幼児の心身の発達に応じた指導（援助）、環境設定の仕方、学級経営の方法など、理論を踏ま

えて実践的な検討ができる。幼稚園教育に関する正しい知識と方法、技術を身につけるととも

に、保育に積極的に参加し、その課題を分析して自ら探究し、コミュニケーション能力・創造的

表現力・論理的思考力・問題解決能力、表現力、保育技術など、幼稚園教諭として必要な技能

を身につける。自らの人間性と専門性の向上に努めるとともに他の実習生や現場教員と連携し

た協働等の実践的な指導力の基礎を培う。 

授業のテーマ及び内容 

【幼稚園における実習の内容】 

１．幼稚園の役割と機能（教育目標や教育環境） 

２．幼稚園における保育の実際 

①幼稚園教育要領やデイリープログラムの把握 

②園内外の環境整備や教材準備 

③幼児の発達や個性の理解 

④個々の子どもや集団に対する適切な対応方法の理解 

⑤発達過程に応じた教材研究 

⑥指導計画の作成と実際・事後指導 

⑦保護者や家族、地域、園内に出入りされる方等への対応 

３．多様な保育・教育の展開と幼稚園教諭の職務・職業倫理 

４．実習した保育の省察と指導助言に基づいた自己評価分析 

上記１～４について、実習を通して具体的かつ理論的に学び理解する。 

成 績 評 価 方 法 外部評価 70％， 課題レポート 10％， 積極的な実習態度 20％ 

教 科 書 
大学で配布する『実習記録』 

適宜資料を配布する。 

参 考 書 

『実例でわかる実習の日誌＆指導案作成マニュアル』 成美堂出版(2020年2月) 矢野真他監修 

『改訂新版 実習の記録と指導案』 ひかりのくに(2018年2月) 田中亨胤監修 

『幼稚園教育要領〈平成29年告示〉』 フレーベル館(2018年9月) 文部科学省 

『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』 フレーベル館（2018年3月） 文部科学省 

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領〈平成29年告示〉』 フレーベル館(2018年9月) 内閣

府・文部科学省・厚生労働省 

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉』 フレーベル館(2018年3月) 

内閣府・文部科学省・厚生労働省 

授業外の学習方法 授業で配布した資料、実習記録ファイル等を復習する。実習先について調べる。 

免 許 ・ 資 格 小学校教諭免許選択必修科目、幼稚園教諭免許必修科目 

実務経験と教授内容 教員経験者が全ての回を担当 

 

 

配当年次 開講期 科目名 担当者 単位 
卒業

必・選 
授業形態 

３ 後期 乳児保育Ⅱ 栗林惠 １ 選択 演習 

授業の概要 

3歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方について
理解する。また、養護及び教育の一体性を踏まえ、3歳未満児の子どもの生活や遊びと保
育の方法及び環境、配慮の実際について学ぶと共に、乳児保育における計画の作成につい

て、具体的に理解する。 

授業の目標 

・3歳未満児の生活を具体的に学び、その特性を踏まえ援助や関わりの基本を学ぶ。 

・養護と教育の一体性を踏まえ生活や遊び、保育の方法及び環境を具体的に理解する。 

・乳児保育における配慮の実際を理解する。 

・乳児の成長発達を支える保育の為の保育計画の作成を具体的に理解する。 

回 授業のテーマ及び内容 各回 100 分 

1 保育士との関わりの重要性 8 子どもの発達と援助・健康・観察記録 

2 個別的配慮、援助、受容と応答的な関わり 9 
子どもの心身の健康と安全・情緒の安定を図るため

の配慮 

3 子どもの育ち、主体性の尊重 10 集団生活の意味と配慮 

4 子どもの体験と学び表現 11 環境移行の為の配慮と保育 

5 子どもの生活と保育の流れ 12 乳児保育の計画、必要となる書類 

6 子どもの遊びと環境 13 長期計画・短期計画 

7 子どもの事故と対応 14 連絡帳等、保護者との関わり（まとめ） 

成 績 評 価 方 法 

 

定期試験の成績 60％， 課題・小テスト等 30％， 受講態度・授業への参加度 10％ 

 

教 科 書 『はじめて学ぶ乳児保育 第三版』 同文書院（2022年） 志村聡子 編著 

参 考 書 
『保育所保育指針（平成29年告示）』 フレーベル館（2018年9月） 厚生労働省 

『保育所保育指針解説（平成30年3月）』 フレーベル館（2018年3月） 厚生労働省 

授業外の学習方法 
週2時間程度の復習を行うこと。 

小テスト・試験対策の時間も確保すること。 

免 許 ・ 資 格 保育士資格必修科目 

実務経験と教授内容 保育士・保育教諭経験者が全ての回を担当 
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